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景気循環発生の一つの可能性（続）
一一二部門経済での検討一一
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〔2〕 景気循環の発生
VI.結語
問題
筆者は，前稿で，労働市場の需給逼迫→実質賃金率の上昇→利潤率・蓄積率
の低下という関連を主軸とする景気循環モデルの検討を行なった。しかし，そ
こでは一部門経済を対象とし，部門聞の関係については捨象していた。そこ
で，本稿では，二部門経済を対象とした時に，一部門経済について成立した諸
命題が果して成立するのか否かを考察する。
(1）拙稿「景気循環発生の一つの可能性」，『富大経済論集』第28巻第1号， 1982年。
。 。
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n モデルの構成
以下では次の仮定をおく。
Al. 二部門経済。生産財部門を第一部門，消費財部門を第二部門とする。
A2. 技術変化はなし、。即ち，生産係数は一定とする。
A3. 労働者は賃金を全額消費し，資本家の消費はないものとする。
さて，生産技術はA2.より
X1=o・1K1 a1 : const. 
X2＝σ2K2 σ2 : const. 
N1 =n1X1 n1 : const. 
N2 =n2X2 n2 : const. 
である。ここで
X1CX2）；生産財（消費財）生産量
K1CK2）；生産財（消費財〕部門の生産設備量
N1CN2）；生産財（消費財）部門雇用量
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
生産設備はし、ずれの部門にも転用可能であると想定し，経済全体の生産設備
量をKとすれば，生産設備の正常稼動の条件は
K=K1+K2 (5) 
となる。
消費財で、測った実質賃金率をRとすれば，消費財の需給一致条件はA3の想
定より，
X2=R(N，十N，〕 （6)
である。
今，設備存在量K，実質賃金率Rが与えられると，生産設備の正常稼動と消
費財の需給一致がみたされるように生産設備の両部門への配分，両部門の労働
(2）技術変化を考慮に入れた一部門経済での分析については，拙稿「景気循環・技術進
歩・資本の耐用期間」，『富大経済論集』日第28巻第3号， 1983年参照e
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需要量が決定される。そのようにして決定された労働需要量 NI十Nzが，そ
の時の労働供給量Lを上回らない限り， さらに実質賃金率が 1/n2を上回らな
い限り，即ち，
O＜起す， NI十N2$_L (7) 
である限り，生産はそのまま実現しうる。そこで，労働供給量は一定率 C3で
増加すると想定し，
〈
L=c3 c3 ; canst. (8) 
とする。
実質賃金率は労働市場の需給を反映して変動すると考え，
丘町1（旦子iーの） O<c1, 0くら＜1;canst. (9) 
とおく。
以上に， A3を考慮して資本蓄積の式
K=X1 (10) 
を加えれば，（7）の下での体系は完結する。ここで変数は XI,X2, K, K1, K2, 
L, N1, N2, Rの9個であり，方程式は（1）～（6), (8）～刷の9本である。
上の体系を
k1==-!f:-, kz＝主
と変数変換して縮約すると次の体系 S1となる。
(3) (2), (6）より
N1十N2σ2k2
L - R 
これと（9）より，凶を得る。（1),(5), (10）より
σ1K1=K1十k2
これを k1,kzで書きかえると
σ1k1=k1十kz十C3(k1十kz)
他方，（6）より
(A-1〕
??》
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くS1)
r~ ( k -R) 
五＿k2〔uベ立すーら）一仇十（n1σi-n2a2)R｝十川（l-n2R）〕 ω
2一 円十（n1σl一町内〕R
?
?
?（?
但し O<k2孟主ー， O<R豆っ~
υ2 ’‘・2 
ところで，消費財の需給一致と生産設備の正常稼動をみたすように生産設備
の部門間配分を決定した時に必要とされる労働需要量がその時の労働供給量を
上回ったとする。その際には当然労働不足のため生産設備の正常稼動はで、きな
くなる。生産は，商品市場の需給一致と労働の完全雇用がみたされるところで
行なわれることになる。それ故，労働の制約にぶつかった時の体系は，（5）の代
りに
L=N1十Nz (13) 
をおいたものとなる。この時の縮約体系を S2とすれば，
くS2)
{ R=c 
k2=c1(1一c2)k2 
但し手＜kz,
υ2 
(14) 
(15) 
0く起す
さて，実質賃金率が（9）に従って変動する時， 1/n2をこえることもありうる。
k (1-nzR）σ2k2 
1= n1σ1R (A-2〕
となるがこれを微分すると
nfl A • k1＝~｛－k2R十（l-nzR)k2} (A-3) 
を得る。（A-2), (A-3）を（A-1）へ代入して整理すれば，回となる。
(4) (13）よりσ2k2/Rニ 1となるから
k2＝吾氏
となる。これと（9）より，凶，仰を得る。
(A-4) 
?
?
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しかし，仮に実質賃金率が l/n2より大きいとすると，容易にわかるように，
生産設備をすべて消費財の生産にふりむけても消費財需要をまかなうことはで
きない。こうした場合には，実質賃金率は生産設備をすべて消費財生産にふり
むけて支払い得るだけの実質賃金率の水準 1/n2になると考えておく。従って
その際生産財生産はゼロとなる。この場合の縮約体系を S，とすれば，
くSa)
(16) 
(17) 
但し よくR,~R乱
n2 σ2 -
となる。
田均衡蓄積軌道
Eで記述される経済の全体の動きをみる前に，商品市場の需給一致（（6)),
生産設備の正常稼動（（5）），及び失業率一定のすべてを充たし続ける径路（「均
衡蓄積軌道」〉の存在条件とその性質について検討しておく。
〔1) 存在条件
一定となる失業率を 1-c，即ち
σ＇k, 一ι ニーー ＝c
R 同
? ????? ，?? ? 、 、 ， ???
?
」?｝ ? ， 、
?
?
＝?
?〈
?
?? 」
(19) 
となるから， R は c1(c-c2）の率で変化しなければならなし、。他方制より
、?，??
、?? ????????
?
??
? ， 、 ?
? ?
? ↓、 ?
?
? ?
?
???
??
?
?
?? ， 、 、 、
? ?
?
?
?
?
???
????? ?? cR Co 
a3 
側）
である。
(5) 「均衡蓄積軌道」の理論的意味については，置握信雄『蓄積論（第2版〕』（筑摩書
房， 1976年〉，第2章第4節参照。
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(18）が成立し続けるためには
a2k2=cR (21) 
でなければならなし、。側，側を脚へ代入すると
〔｛c1(c-c2〕十C3}(n1a1-n2a2）十σ1a2n2)R=a2（σlー ら〉 倒
を得る。上式の左辺のRの係数及び右辺は一定だから，上式が成立し続けるた
めにはRも一定でなければならなし、。即ち，同，倒より
C=C2 
かっ 仰）
（σ1-C3〕= -, しーァ（＝R*)
C3¥Jl1<11-n2<12)T<11町内
でなければならなし、。従って，その時んも
k - C2（σ1-C3) 
2- -r一一 一 ' ' －士エ一 （＝kt) 。唱~ 3 ＇－＇ι1u1-"2u2ノ－， u I u 2'•2 
と一定でなければならない。
ところで，径路が経済的に有意味（経済諸変数が正）であるためには，
O<R*<__L_ 
nz 
でなければならないが，このための条件は
O<c3＜σl 
である。
(6）闘で R*>Oなるためには
nJ<TJ C3－ーσl
Oくぬくσl or 一一一＜一一一一nzσ2 C3 
が成立しなければならない。他方
R* ＿！＿＿＿＿一一一一一一二三型虫色
- nz - nz{c3nia1 + （σiー C3)nzσ2}
だから R*<l/mとなるためには
Eσt C3－ーσ1O<c3 and Jユ士ι＞一一了一一
ma』 C3
偶
邸）
(A-5) 
(A-6) 
が成立しなければならないc (A-5), (A-6）が同時に満足されるための条件は
Oくぬくσi
となる。
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以上より，．均衡菩積軌道が存在するためには，パラメーターは闘の関係を充
たしていなければならないことが明らかになった。逆に，パラメーターが帥）の
関係を充たしていれば，帥，仰のように R,k2の初期値を定めてやれば，失
業率が 1-c2で一定となる均衡蓄積軌道に沿って運動することになる。
〔2〕性質
均衡蓄積軌道上では，商品市場の需給は一致し，生産設備は正常稼動してお
り，失業率は一定（＝l-c2）である。さらに，
(i）実質賃金率，利潤率，相対価格は一定である。
(iD 生産量 CX1, Xa），.設備量 CK.Kぃ Ka〕，雇用量 CN1,N2）は労働供
給増加率と同一率で増加する。
自i) 生産設備の配分比は一定で
師
である。
間部門比率は一定で
X1 1-n2R* 
玄工＝一五；E「
であるの
最後に比較動学の結果を示しておくと，次のようになZ。
(7）闘より
oR器 -!11σacaCσ1-ca) 
oni {ca(n1σ1-nau2〕＋σ1u2na}3<O 
oR* -1122(111 -c3)2 
ona {c3(n1111 -na112) ＋σ1112na}3 <O 
oR車 ni12c32 
Bσl {c3（持11一時212）＋σ1112n2}3>O 
oR予 n1σ1caCσ1-c3) 
~ {c3(niσ1-na112)+111um2}3 >O 
oR* -u12u2 I 
ヲ石一＝｛向（n向－ii~σ1d2ii2}Z くO
を得る。その他については計算省略。
-ll9一
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n1 m σI σ2 Ci C2 C3 
?〈???????
〈?? ?
??
＋ 。
?
?
?
???
??
??
???? ?????
??
N 運動のパターン
〔1〕 82, 83での運動
はじめに S2での運動からみる。凶，同より tを消去すると
dR R 
dk2 - k2 
となる。これより
log R=log k2+C 
を得るが， s，に入る時の R,k2を R¥ kg とすれば k~＝ R0jσ2 だから結局
邸）
k, =__Ji_ 
(J 2 
仰）
を得る。凶，岡より R，ムの動きは，図1に示したようになる。そして九三玉
手となれば SIに， R＞すとなれば Saに切りかわることになる。1 
vz 
k, 
k.=i 
’ q 
5山 k.＝主L. '"
図l
。
l/n, 
R 
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次に Saでは(l6), (l7)より直ちにわかるようにの＞Oであれば， R=l/n3の
直線上を図 1 の矢印のように動き，ん＜~R となる時に SI に切り換わるこ
σ2 
とになる。もしも C3=0であれば， Saに入ったところでとどまることになる。
〔2〕 81 での運動
まず，（1）で R=Oとなる式は c1>0だから
k，＝~R 
σ2 
である。そして
ka霊今－R の時，時o
uz 
となる。
次に，幽でん＝Oとなる式は，
k2=0 or k2=f(R〕
但し
（紛
(31) 
f(R）＝芝γ［｛ばm 一叩川1a2n2}R十円（c1c2+c3-a1)] 働
も lυ2
である。
Rの係数はゼロでないとすれば， f(R)=Oは
付） C1C2くσ1-C3 の時ゼロと正根
（ロ） C1C2=a1 -C3 の時ゼロの重根
けー笠苧＇－＜ σ1-C3＜川の時ゼロと負根
σ2n2 
伺 a1-ca＜ーム竿L の時ゼロと正根
υ2’ι2 
をもっ。
以下，順次検討してし、く。
(8) Rの係数がゼロとなるのは
σinJ C3一σ1
σ2m C3 
の時である。生産係数は正だから必ずの＞σlとなる。この時には
j(R〕 ＝_E~R 〔A 7〕
となる。
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付r) C1C2＜σlー んの場合
この場合，闘の R2の係数は正となるからん＝f(R）は図2のようになるo
hが正ならば九の動きは
kz霊f(R）の時ん言。 制）
である。従って， k2R の動きは図2に描いた矢印のようになるの図中の点E
は均衡蓄積軌道を示している。
k =R. 
a, 
／い－；，：－R
図2
k =0 
R輩 l/n
R 
k,={(R) 
k，士。
今， SIを CR＊，時）の近傍で線形近似するとn ［~刊 J二H:=1 Cz(C3-C1C2σ，） I kz Lσ2十（n，σl一町内）R*, σ2十（n1a1-n2σz)R* ) kz ?
となる。
(34）の特性方程式の特性根をA.，んとすると
(9) σ22k2(k2-f(R〕〉
k2ー より。- R｛σ2+(n1σ1-nzσ2)R} 
-122ー
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（σ1-C3) 
.：！，.：！？.＝ー一一一 安＞O
I " σz+Cn1σl一町内〕R本
一一c1c2(n1a1-nz内）R*..：！，十ん一一一ー 一一一一一一一一一一I 2σz+(n1a1-nzσz)R* 
c f，守－c)判別式 D＝ユう~g(z)
但し
(35} 
側）
(37) 
z=n1a1 -n3a2 
g(z) =c1c2（σ：－C3)zZ十4ain1（σ1ー の）z-4aini （お）
となる。 g(z)=Oが正根 Cz1）と負根 （z2）をもつことは直ちにわかる。
以上のことから特性根について次のことが成立する。
(i) Z1亘zの時 .:1，んは負の実根
(i) O<z<z1の時 .:1，んは複素根でその実部は負
。i) z=Oの時 .:1，んは純虚根
(iV）引くzくOの時 九， Azは複素根でその実部は正
(V) z豆Zzの時 J.1，んは正の実根
従って， zが正の時には均衡蓄積軌道に収束し zがゼロの時には点Eをめ
ぐる閉軌道を描き， zが負の時には均衡蓄積軌道から希離していくことにな
る。そのように運動する過程で九＞RIσ2となればムへ切換り， R>l/n2と
なれば Saへ切換ることになる。
（ロ），付ーム日L＜σI-c3;;5;C1Czの場合
nzσ2 
この場合は， f(R〕＝Oは負根とゼロ（orゼロの重根〉をもつが， R=Oでの
? ??
?
? ?
?????? ??） ??
(A-8) 
zz= -2a12n1(1+ J~｝ 
である。
-123-
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kz=f(R）と R=Oの直線の傾きを比較すると
f(O）－~＝ヱこι
σ2 C1U2 
(39) 
となる。それ故， ca＞σ1 であれば，図3のようになり， C3＝σlであれば R=O
で両曲線は接し， ca＜σlであれば，図4のようになる。（31),cお）よりん， Rの動
きは図のようになるから，－~＜σ1-C3孟O の場合には結局のところ，
nzσ2 
k.=L 
o; 
k，＝すR 図3
一官勺I C3;S;Qの時
R 
，?? ?
図4
O＜σlー のくののの時
i勺
R' I /n
I< 
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R, k2→0 
のようになることがわかる。それに対して， Oくσlーら＜c1C2の時には，仰の場
合と同じように， Zの大きさ如何によって運動の様子が決まることになる。
村 σlーら＜－~日L の財）
n3σ2 
この場合には， f(R)=OのRaの係数は負となり，（お）よりわかるようにR=O
でのん＝f(R）の傾きは C2／σzより大きくなる。この場合は， (23）より
R立す~ c等号は C3=Qのとき〉
となっている。
従って，側，（お）と上のことよりん， R の動きは図5のようになる。
k, 
即ち，結局のところ
R，ん→0
I /to.R・
k =E_ 
o; 
一一一一一一一一う日
図5
σ 〈ケ camσi 往きを1－『C3＜：、一ー一一一一一一司 σ）lJ寺naσ2 e ドーョ
（ω この式が等号の時には，注（8）でみたようになっている。そこで， (Aー 7）の直線
の傾きは
Ci C安ートC3・ーσ1 C3 C3－ーσi一一寸τ一一一一一一一＝一てτ一＞Oc:1u2 σ2 C:JU2 
となるので， c2／σ』より大きくなっている。従って，この時にも， R,k2は，ゼロに漸
近していくことになる。
-125ー
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のようになることがわかる。
V 景気循環
〔1〕 景気循環の発生しない場合
第IV節の検討から
( i) 生産財部門の産出・資本比率が労働供給増加率を上回らない場合
(i.e. a1 -c3豆O)
(iD 労働供給増加率がゼロの場合 （i.e.c3=0) 
。iD 消費財部門の資本労働比が生産財部門のそれよりもかなり大きい場合
(i.e. n1σi-nzσ2与Z1)
には循環が発生しないことがわかる。
(i）の場合には，体系の動きは図3，図5に示されているようになる。いずれ
の場合でもどんな初期条件から出発しても，実質賃金率，資本労働比等はゼロ
の状態に漸近していくことになる。
というのは労働需要増加率の上限は σ！となるが，労働供給増加率が 0"1 を
下回らないということは，仮に経済が最大率で、拡大したとしても労働需要増加
率が労働供給増加率を下回ることを意味する。つまり失業率が 1-c2を下回っ
ていて実質賃金率が上昇することがあっても結局失業率は 1-c2を上回るよう
になり実質賃金率は低下し続けることになる。
(i)の場合には，必ず σlー の＞Oとなるが，
R*=---1._ 
nz 
となるので，体系の動きは，図6のようになる。完全雇用の天井にぶつかるに
せよ，ぶつからないにせよ，ムへ入ったところでの
k2=k2 (canst.) R＝~γ 
の状態をくり返すことになる。この実質賃金率の水準では蓄積はゼロとなるか
ら，単純再生産の状態に陥ることになるわけで、ある。
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k, 
図6
ca=Oの待
R 
(i)の場合には，特性根が負の実根となるために均衡蓄積軌道にスムーズに収
束していくことになり，循環は発生しないわけである。
〔2) 景気循環の発生
〔1)以外の場合，即ち， σ1>ca>O,z1>n1σ1 -n2a2の場合には，循環が発生
する。消費財部門と生産財部門の資本労働比の大小関係によって多少体系の動
きが異なるので順次みていくことにしよう。
図7
R 
-127ー
??? ?
(i) O<n,a1 -n2円＜z，の場合
この時，図7に描いたように，点Aを初期値とする径路が完全雇用の天井に
ぶつからないとすれば，いずれの初期条件から出発しても循環しながら均衡蓄
積軌道に収束していくことになろう。
しかし図8に描かれているように点Aを初期値とする径路が完全雇用の天井
にぶつかるとすれば， ABCDの循環を繰り返すことになる。そして，点、Fを
完全雇用の天井とちょうど接するような径路の初期値とする。とすれば， EF 
の聞の点を初期条件とする径路は循環しながら均衡蓄積軌道に収束していくこ
とになり， FR＊ の聞の点を初期条件とする径路は結局のところABC Dの循
環を繰り返すことになる。
k. 
図8
R 
(i) n1σ！一町内＝Oの場合
両部門の資本労働比は等しくなっていて，何も制約にぶつからなければs,
内で閉軌道を描くことはわかっている。
そこで，今，初期値を R は R＊ としんは吟より段々小さくしていっ
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たとする。閉軌道は段々大きくなってL、くわけだが，仮にさきに完全雇用の天
井にぶつかったとしその時の初期値をAとする。また実質賃金率の上限にぶ
つかるような初期値をBとする。とすれば，図9のように， EAの聞に初期値
がある時には，制約にぶつからずに S1内で閉軌道を描く。つまり，完全雇用
k,' 
図9
記
図10
R 
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の天井にもぶつからず，実質賃金率の上限の制約にもぶつからない規則的な景
気循環を繰り返すことになる。そして ARキの聞に初期値があった時には結局
のところBCD Fの循環を繰り返すことになる。
同じように初期値をRは R＊ としんは伊より段々小さくLてい守た時
にさきに実質賃金率の上限の制約にぶつかったとしその時の初期値をAとす
る。とすれば，図10に描いたようにEAの聞に初期値がある時には， S1内で
閉軌道を描くことになる。また， AR＊ の間に初期値のある時には，閉軌道A
に沿って運動することになる。
urn z2<n1a1 -n2a2<0の場合
図11の点Aを初期点とする径路が完全雇用の天井にぶつからないとすれば，
いずれの初期値から出発してもABC Dの循環を繰り返すようになる。もしも
完全雇用の天井にぶつかるとすれば，完全雇用の局面ももっ循環を繰り返すこ
とになる。
k, 
図11
p 
(i町 n1a1一町内＜z2の場合
この場合には，必ず制約にぶつかることになるから，完全雇用と実質賃金率
の上限の両方の局面を含む循環を繰り返すことになる。
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以上でそれぞれの場合の動きの分析は終わるが，最後に，図8の循環ABC 
Dのような完全雇用と実質賃金率の上隈の 2つの制約を含む循環を例にとっ
て，循環内での動きを若干みておくことにする。
図12
R 
資本蓄積率五＝X),gl c =K), g2C =Kふ利潤率 r，雇用率，実質賃金率の
国
動きは図13に示したようになる。
①①の局面では，実質賃金率水準が高く，蓄積率は低い。労働需要増加率
が労働供給増加率を下回り，雇用率は低下してし、く。そのことが実質賃金率を
低下させる力として働く。実質賃金率が低下してくると共に，蓄積率は上昇し
回（1),(5），帥より
K <71K1 σ1k1 
g=K「＝K汗ri＝玉耳石
これと注（紛の（A-2）より，
σ1<72(1-nzR) 
g＝σ2+ (n1<71-nz<72)R 
を得る。よって微分すると，
d{!' -niσ12<7, 
五＝｛σ2+(n1σ；：：：：＇.：~2)R}2 くO
となる。 Rとgは逆の動きをすることになる。
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ていき，やがて雇用率も反転して上昇するようになる。この②一①の局面では
ω 
生産財部門の蓄積率の方が消費財部門のそれよりも高い水準で上昇じていく。
雇用率がらの水準をこえると，実質賃金率は反転して上昇をはじめ，他方
蓄積率は低下しはじめることになるのでも蓄積率はまだ高い水準にあるため，
雇用率はさらに上昇し完全雇用の天井にぶつかることになる。こうした状態の
時，実質賃金率が急激に上昇し，蓄積率は逆に低下していくことになる。そし
て実質賃金率が 1/n2となったところで蓄積率はゼロになってしまう。この蓄
積率の低下する局面①一①では生産財部門の蓄積率は消費財部門のそれよりも
低い水準にある。蓄積率がゼロになってしまえば，労働需要の増加はなくな
り，雇用率は労働供給増加率に等しい率で低下していくことになる。そして雇
用率がらの水準にまで低下したところで①の状態にもどることになる。
VI結語
今までの検討で得られた結論をまとめておこう。
(i) 生産財部門の産出資本比率が労働供給増加率を上回らない場合（σ1-C3
豆めには，経済は，実質賃金率，資本労働比等がゼロとなる状態に漸近して
いく。
(i) 労働供給増加率がゼロの場合（c3=0〕には，経済は究極的には単純再生
産の状態になる。
この2つの命題は一部門経済での分析で得られたものと同一である。一部門
経済では，循環の発生しないのはこの2つの場合だけであったが，二部門経済
ω）注（3）の（A-2）より
／、ノ、，司r
Ka一K1=g2-g1＝τ当否
を得るから
明 （ga-g1)=sgnR (" O<Rくす〉
が成立する。
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では，
幽 消費財部門の資本労働比が生産財部門のそれよりも一定限度以上大きい
場合 （n，σl一町内よZ1）には，循環は発生せずにスムーズに均衡蓄積軌道に収
束してし、く。
ということがある，それ以外の場合には必ず循環が発生する。但し消費財部
門の資本労働比が生産財部門のそれよりも大きい場合には，規則的循環を繰り
返すのではなく，循環しながら均衡蓄積軌道に収束してしぺ場合もある。
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